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	第25回全国大会　開催のご挨拶
	　第25回全国大会は「国際文化学と教養教育」をテーマといたします。 　2001年に設立された日本国際文化学会は、時代が急速に国際化する中で、文化の接触・変容を捉えるために、旧来の学問体系を拡張し続けてきました。それゆえ本学会の特性は自ずと学際性を帯びています。そして我々の態度・姿勢は、大学において幅広い知識領域を横断する教養教育と共通しています。 　高等教育において専門に先立つ学びとして位置づけられる教養教育は、多様な分野を往還しつつ、人間や社会を総合的に理解しようとする試みです。また、教養教育と並行して行われる語学教育は、新たなことばを獲得することで、異文化に接触するための具体的なアプローチです。これらの教育は幅広い知の獲得に加え、異文化へのまなざしの涵養という点において、国際文化学の関心と本質的に重なるものだと言えるでしょう。 　他方で学会設立から四半世紀を経た今、大学教育をめぐる状況は大きく変化しています。専門分野の先鋭化が進む一方で、各所で叫ばれる「実学」の重視により、教養教育が軽視される事例は少なくありません。また生成AIの発達により、語学教育のあり方も問い直しを迫られています。なぜ教養教育を行わねばならないのか。なぜ新たな言語を学ばねばならないのか—−国際文化学を学ぶ我々にとって、学際的な学びや、他者のことばを学ぶことは、ともすれば自明のことかもしれません。しかし今一度これらの問いに立ち止まり、教養教育の意義を改めて議論したいと思います。 　本大会のシンポジウムでは、「国際文化学と教養教育」について、研究と教育の双方の観点から多角的に議論することになります。国際文化学が見据えるべき教養教育とは何か——学会設立以来の歩みを振り返りつつ、25周年を迎えるこの節目に、国際文化学が果たしうる役割を再確認し、次の時代の展望を切り拓く場を設ける所存です。会員の皆様の積極的なご参加を切にお願いいたします。
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	会費納⼊について
	　2025年度会費を未納の方はご納入をお願いします。正会員 一般会員：10,000円、大学院生：5,000円 学部生：2,000円（学会誌は別途購入）
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	【編集後記】 　記事にもありますように、ついに『共に生きるための国際文化学』出版！私も著者の一人として嬉しい限りです。会員の皆様もぜひ手にお取りください！。 　二月には東北大学でシンポジウムがあり、私もコメンテーターとして登壇いたしました。主催の皆様に改めて御礼申し上げます！（近畿大学：高橋梓）
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	日本国際文化学会から図書のご案内

	共に生きるための国際文化学
	文化と文化をつなぐ第一歩
	　文化は人々をつなぐ力も分断する力ももつ。 　複雑な文化間の関係性を読み解き人々が共に生きるための道を探る、国際文化学の入門書です。
	　このたび学会の20周年記念事業として、昭和堂より『共に生きるための国際文化学—文化と文化をつなぐ第一歩』を出版いたしました。「国家と国際文化交流」「中心・周縁と文化政策」「人の国際移動と文化」「ことばと境界」「大衆文化と境界」「フェミニズム、ジェンダーと文化」「環境・災害と文化」「記憶の共同体」の８つの章にわたり、国際文化学のさまざまなトピックがわかりやすく解説されています。 　各章では学会を牽引する研究者が総論を担当し、総勢86名が執筆しています。 　初学者にも読みやすい内容で、トピックごとの参考文献、巻末のリーディングリスト、各章末には「国際文化学的に考察するポイント」もついており、ゼミの講読テキストやハンドブックなどさまざまな形でご活用いただけます。
	■ 執筆者紹介（＊は本書全体の編者） 松居竜五［序章］、齋川貴嗣［第1章総論、1-13］、高光佳絵［1-1］、湯浅拓也［1-2］、大山貴稔［1-3］、 張　雪斌［1-4、1-12］、芝崎厚士［1-5］、飯森明子［1-6］、小川　忠［1-7］、岡 眞理子［1-8］、渡辺愛子［1-9］、 川村陶子［1-10］、鄭　榮蘭［1-11］、 ＊菅野敦志［第2章総論、2-7］、中村美帆［2-1］、飯笹佐代子［2-2］、秋野有紀［2-3］、石松紀子［2-4］、 奥村みさ［2-5］、王　　維［2-6］、照屋　理［2-8］、目黒志帆美［2-9］、齋藤大輔［2-10］、川崎賢一［2-11］、 ＊加藤恵美［第3章総論、3-9］、都丸潤子［3-1］、崔　紗華［3-2］、上地聡子［3-3］、鶴園裕基［3-4］、 稲木　徹［3-5］、杉村美紀［3-6］、土谷岳史［3-7］、趙　貴花［3-8］、野上恵美［3-10］、南田明美［3-11］、 高橋　梓［第4章総論、4-10］、アーント沙羅［4-1］、大喜祐太［4-2］、増渕佑亮［4-3］、齊藤美野［4-4］、 坪井睦子［4-5］、水野真木子［4-6］、朱　　琳［4-7］、安藤博文［4-8］、松井真之介［4-9］、岩野雅子［4-11］、 鈴村裕輔［第5章総論、5-8］、植　朗子［5-1］、小阪裕城［5-2］、藤田賀久［5-3］、坂口可奈［5-4］、 木原　誠［5-5］、中川拓哉［5-6］、葉柳和則［5-7］、深松亮太［5-9］、倉　真一［5-10］、 相原征代［第6章総論］、石川照子［6-1］、宮地歌織［6-2］、大和裕美子［6-3、第8章総論、8-5］、 須藤瑞代［6-4］、土屋明広［6-5］、四方由美［6-6］、＊吉岡剛彦［6-7］、 鴫原敦子［6-8、第7章総論］、中山佳子［6-9］、橋本美波［6-10］、熊本早苗［7-1］、田中佑実［7-2］、 丹羽一晃［7-3］、若林一平［7-4］、山本博之［7-5］、安渓遊地［7-6］、西　芳実［7-7］、友永雄吾［7-8］、 鈴木　滋［7-9］、奥田孝晴［7-10］、 斉藤　理［第8章総論、8-7］、中野　聡［8-1］、阿部　純［8-2］、鍋島孝子［8-3］、小林文生［8-4］、 山口祐香［8-6］、関根理恵［8-8］、月野楓子［8-9］、山脇千賀子［8-10］



